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本研究は，PTSD に特化したインターネットやデジタル機器を用いた治療法の種類と効果を整理し，現

時点での知見と課題を明らかにすることを目的としたシステマティックレビューである。致死性を伴

わない出来事であっても PTSR が生じ得ることから，セルフケアを含むデジタル介入は，治療へのア

クセスやコンプライアンス向上に寄与すると考えられる。しかし，PTSD に特化したデジタル治療の効

果を包括的に検討した研究は限られているという現状がある。 

方法として，2020 年以降に発表された日本語・英語論文を対象に，PTSD に対してインターネットや

デジタル機器を用いた介入の効果を検討した原著論文を抽出した。Google Scholar，J-STAGE，PubMed，

Web of Science を用いて検索を行った結果，日本語文献は該当せず，海外文献 4件が分析対象となっ

た。 

結果として，PTSD に特化したオンライン認知療法（iCT-PTSD）は，ストレス管理を中心とした包括的

CBT プログラムと比較して，PTSD 症状の大幅な改善，治療満足度の高さ，および長期的な効果維持が

示された。また，軽度から中等度の PTSD を対象としたガイド付きインターネット CBT は，対面式 CBT

と同等の PTSR 低減効果を示し，抑うつや不安などの関連症状にも同様の改善が認められた。一方で，

満足度は対面介入がやや高く，インターネット介入では離脱率が高い傾向がみられた。さらに，最小

限のガイダンスで実施された i-CBT や，PTSD に特化したアプリケーションの使用により，症状の軽減

やストレス低減が確認され，地域医療やセルフケアとしての普及可能性が示唆された。 

考察として，PTSD や CBT に関する心理教育，コーピングスキルの提供，症状のトラッキング機能は，

デジタル介入の効果を高める重要な要素であると考えられる。一方，回避症状の強さや治療形式への

嗜好によって有効性が異なる可能性があり，個々の症状特性に応じた介入選択が課題である。以上よ

り，PTSD に対するデジタル介入は対面治療と同等の効果を有し，治療へのアクセス拡大に寄与する有

望な手法であるが，支援の在り方や適用条件の検討が今後求められる。 
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